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端澄子　鳴門教育大　藤原康晴

被　服　183

近若い女性の間で「香り」に対する関心が高まっており、日常的に使われろよ

いろ。被服の種類は多様であり、香水もまた多様であって、被服と香水かどの

合わされて使用されているか明らかでない。本研究では、まず、被服と香りに

ろ組み合､わせが存在するかとうかを測定し、つぎに適合していろ組み合わせの

のイメージの一致性を検討した。

種類の被服（振り袖, Gパン、ネグリジェ、スーツ、ロングドレス）の写真を

子短大生106名, 1989年９月）に呈示し、5種類の香料（フa ーラル、プルー

ン、オリエンタル、シトラス）を1つずつ嗅ぎ、その香りの各被服への適合度

度を用いて測定し、フリードマンの順位による２元配置分散分析を用いて検定

に各被服、各香料を□対のSD尺度（7 段階）を用いて測定し、被服と香料の同

間の相関係数の平均値を算出してイメージの一致度の指標として用いた。

料のフローラルと適合すると評価された上位２種の被服はロングドレス、スー

プルーツはＧパン、ロングドレス、グリーンはＧパン、スーツ。オリエンタル

レス、スーツ、シトラスはＧパン、スーツがよくあうと評価された。振り袖、

についてはこれらの香りとよくあうと判定されなかった。各香りによく適合す

れた上位２種の被服のイメージとその香りのイメージはよく一致しており、互

ジの類似した香りと被服がよくあうと判定されていることがわかった。

化粧に対する意識と被服行動

椙山女学園大家政　○山本純子　加藤雪枝

　目的　化粧品や化粧方法は流行と共に多様化しており,女性が自分自身をアピールしたり個性

を表現する上で化粧は被服と同等に重要であると思われる. *研究では現代の女性の化粧に対す

る意識を自己概念や被服に関する意識，行動と合わせて調査し，化粧の価値，社会生活における

役割などを明らかにすることを目的とした．

　方法　東海三県の18～22歳の学生180名. 18～so歳代の有職女性（OL) 199名,専業主婦

　133名の計512名を対象に平成元年5～6月，配票留置調査法によるアンケート調査を行った．

調査内容は化粧に対する意識と被服行動に関して各々30項目，自己概念に関して20項目の質問を

設定した．これらの桔果を単純集計し，因子分析，正準相関分析，クラスター分析によって女性

の化粧に対する意識と行動，被服行動や自己概念との関連を検討した．

　桔果　女性の化粧に対する意識と行動の調査結果から因子分析によって６因子を抽出した．学

生, OL,主婦の三者間で共通な因子は「習慣的化粧」「他者意識」「堅実さ」であ13.学生固

有心因子は「化粧重視」「個性重視」, OL固有の因子は「他者追従」であった．同様に被服行

動については「ファッション重視」「堅実さ」「他者追従」「購買意欲」の各因子が共通してお

り，「無頓着」「慎重性」の因子は主婦に固有であった．クラスター分析の結果，学生は３グル

ープ. OLは４グループ，主婦は２グループの各々差異のある集団に分かれた．三者をそれぞれ

まとめると学生は他人を意識し化粧では好みや流行を追い，ファッションを重視する．０Ｌは自

己概念ではあまり堅実でなく習慣的に化粧をし，ファッションを重視している．主婦は化粧につ

いては他人をあまり意識しないが衣服購買時は慎重である人が大半であるという傾向がみられた．


